
会 議 結 果 報 告 書 

平成２７年４月２４日  

会議の名称 

第五次志木市総合振興計画策定委員会第 1 回会議、志木市まち・

ひと・しごと創生本部第１回会議及び志木市公共施設等マネジメ

ント検討委員会第 1回会議 

開 催 日 時 
平成２７年４月２１日（火） 

午前１０時３０分～午前１１時２５分 

開 催 場 所 庁議室 

出 席 委 員 

〔策定員会及び本部メンバー〕（※進行者） 

委員長・本部長：香
※ 

川市長 

副委員長・副本部長：櫻井副市長、尾崎教育長 

委員・本部員：中村企画部長、尾﨑総務部長、高橋市民生活部長、

村上健康福祉部長、谷沢都市整備部長、今野上下水道部長、 

土岐議会事務局長、原田教育政策部長 

               （計１１人） 

欠 席 委 員 
 

          （計０人）                      

説明員職氏名 
松永政策推進課長 

          （計１人）                     

議 題 

１ 開会 

２ 内容 

  （１）志木市将来ビジョン・将来構想（素案）について 

  （２）地方人口ビジョン及び志木市まち・ひと・しごと創生

総合戦略について 

  （３）今後の策定スケジュールについて 

  （４）志木市公共施設等マネジメント戦略（素案）について 

  （５）その他 

３ 閉会 



結 果 

１ 開会 

 第五次志木市総合振興計画策定委員会、志木市まち・ひと・し

ごと創生本部会議及び志木市公共施設等マネジメント検討委員会

を同時開催とした。 

 

２ 内容 

（１）志木市将来ビジョン・将来構想（素案）について 

 事務局より、志木市将来ビジョン・将来構想（素案）について

説明後、質疑応答を行った。 

（事務局） 

 素案については、先に実施した幹事会での修正意見等を反映さ

せたものとなっている。策定委員会においても別の視点からご意

見等を頂戴したい。また、この会議終了後、全所属に照会し、見

ていただく予定である。 

（委員長） 

 この会議で初めて素案に目を通した委員もいるかと思うが、良

く見ていただき、気づいた点や意見等があれば、４月２４日（金）

までに事務局へ連絡するようにお願いしたい。 

 

（２）地方人口ビジョン及び志木市まち・ひと・しごと創生総合

戦略について 

 事務局より、地方人口ビジョン及び志木市まち・ひと・しごと

創生総合戦略について説明後、質疑応答を行った。 

（事務局） 

 地方人口ビジョン及び総合戦略はこれから策定していくもので

ある。策定にあたってのアンケート調査等の結果が出た際は、随

時報告させていただく。内容に関しては、現在策定中の志木市将

来ビジョンと同様の切り口になろうかと思う。人口減少に歯止め

をかけるにはどうすれば良いかというところで、魅力の発信や子

育て環境の充実など、このようなところが将来ビジョンとも整合

していくものと考えている。進捗状況についてはお伝えし、ご意

見等伺っていきたい。 

 

 



（委員） 

 地方人口ビジョン及び総合戦略は策定しなければならないの

か。 

（事務局） 

 そのように考えている。策定そのものは「産官学金労」という

ような方々にもご協力いただきながら、自分たちのまちをどうし

ていくか話し合い、策定していくものとされている。 

（委員） 

 まち・ひと・しごと創生総合戦略策定委員会における「産官学

金労」とはどのような方にお願いしているのか。 

（事務局） 

 「産」は商工会、「学」は市内にある高校、「金」は市内にある

銀行、「労」は市内にある民間事業者の方にお願いした。他に、議

会や行政委員、公募市民の方など、１７名で構成している。 

 

（３）今後のスケジュールについて 

 事務局より、志木市将来ビジョン及びまち・ひと・しごと創生

総合戦略の策定スケジュールについて説明後、質疑応答を行った。 

（委員） 

 幹事会や策定委員会の開催頻度はこのスケジュールで良いか。 

（事務局） 

 事前に各所属に照会する等、見ていただく機会を設けたうえで、

幹事会及び策定委員会に諮っていきたいと考えている。 

（委員） 

 スケジュールでは、３月に印刷製本となっているが、議会はど

うするのか。 

（事務局） 

 将来ビジョン、総合戦略ともに平成２８年第１回定例会に上程

し、議決後に印刷製本を行う。 

 

（４）志木市公共施設等マネジメント戦略（素案）について 

 事務局より、志木市公共施設等マネジメント戦略（素案）につ

いて説明後、質疑応答を行った。 

 



（委員） 

 公共市施設等マネジメントに関しては、この戦略を策定して完

了となるのか。 

（事務局） 

 そうではない。この戦略は総務省が言う「公共施設等総合管理

計画」である。この後に、適正配置計画や各施設の整備計画等が

続いていく。 

（委員） 

 平成２６年度、２７年度と事業を実施しているが、今年度中に

どこまで仕上げる予定なのか。 

（事務局） 

 平成２７年度中に適正配置計画の策定を考えているが、利用者

や市民の意見を聴取するのはもちろん、まずは内部で十分に調整

する必要がある。適正配置計画の策定に着手するには、まだ時間

がかかるものと想定している。 

（委員） 

 公共施設等マネジメント戦略は議会に上程するのか。 

（事務局） 

 上程はしないが、報告及び説明はしていく。 

 

３ 閉会 

 

事務局職員 
松永政策推進課長、外立政策推進課主幹、伴政策推進課主任、 

星野政策推進課主任 

 


